
3 
 

 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

 （分担）研究報告書 

 

ACTH 分泌異常症に関する研究 

    
研究分担者 

沖隆 浜松医科大学医学部 特任教授 
岩﨑泰正 高知大学教育研究部医療学系臨床医学部門 教授 
菅原明 東北大学大学院医学系研究科 教授 
蔭山和則 弘前大学大学院医学研究科 内分泌代謝内科学 准教授 

 

研究要旨 

 ACTH 分泌異常症の現行の診療ガイドラインの問題点を明らかにし、診療ガイドラインの改定版を作成した。 

 

Ａ．研究目的 

    ACTH分泌異常症の現行の診療ガイドラインの

問題点を明らかにし、改定版を作成する。 

 

Ｂ．研究方法 

    最新の文献や諸外国の診断基準を参考にして、

現行のACTH分泌異常症の診療ガイドラインにおけ

る問題点を明らかにし、これまでの当研究班におけ

る議論も踏まえて改定版を作成した。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

   クッシング病及びACTH分泌機能低下症の診断等

に配慮した診断基準改定版を作成した。クッシング

病の診断と治療の手引きでは、保健適応となってい

る方法や薬剤を用いるように改訂した。治療におい

ては、手術によって腫瘍が完全摘出されると、二次

性副腎不全になることで、グルココルチコイドの補

充が一定期間必要となるが、急激な血中コルチゾー

ル低下によってサイトカインストーム等が生じる

例もあり、注意深い観察や十分なグルココルチコイ

ド補充が必要である事を追記した。改訂版は日本内

分泌学会の承認を経て公表した。 

 

Ｄ．考察 

今回の作業では、新たなエビデンスや欧米のガ

イドラインを参考にしつつも、本邦でのこれまでの

取り組みも踏まえて改訂版を策定した。エビデンス

があり、かつ現場で使い易い診断と治療の手引きに

改訂されている。 

 

Ｅ．結論 

  ACTH分泌異常症の現行の診療ガイドラインの

問題点を明らかにし、改定版を作成、日本内分泌学

会での承認が経て公表した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 


